
農薬のラベルに書いてある農薬使用基
準（適用作物、使用量・濃度、使用時期、
総使用回数）等をよく読んで、
必ず守りましょう。

農薬登録を必ず確認しましょう。

毒物・劇物を購入する時は住所、

氏名、職業等を記入し、捺印した

譲受書により購入する。

いつ、どこで、何に使うかなど使

用計画をたてて購入する。

できるだけ農薬を使用し

ない管理を心がける

周辺の農作物や環境（子ども、住民、動物、魚、ミツバチ等）に留意し

て、農薬が飛散しないように気をつける。（無風・晴天時の使用、農薬

剤型、散布機の圧力、ノズルの配慮等）

特に、学校や通学路がある場合は、

十分注意する。

土壌くん蒸剤を使用する

場合は、確実に被覆する。

農薬の使用状況を記録しましょう。

残液は散布ムラの調整に使用するなど河川、水路、ため

池に流さない。

特に魚毒性の強い農薬の取り扱いには気をつける。

農薬の空びん、空袋、有効

期限の過ぎた農薬は、適正

に処理する。



「普通物」と「毒物」「劇物」を区別して、鍵のかかる所に

保管する。

「毒物」「劇物」に該当する農薬は保管庫に「医薬用外」

の文字と赤地に白色をもって「毒物」または白地に赤色

をもって「劇物」と表示する。

農薬は必要量をその都度購入する。

※ 普通物とは、毒物、劇物に

該当しない ものを指して

　　いう通称


